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菊 池 昭

〈L「TIS.第IV章(MS.第III章)」 に ついて

``TheBigShot"に 関す る若 干の 考察 と共 に(承 前)

Sutpenの よ うに,少 年Martinも 地 主 の旦那を物蔭 か ら観察 しつ づけ る。

だが彼 の場 合は,身 を 焼 くよ うな屈辱 の怒 りか らな どで はな く,生 れ て初めて

顔 を見た金持 ちの旦那 の身振 りや,自 分に 「裏 へ行 け」 と言 つた時 のそ の声音

を猿真似 してみて,旦 那を"admire"す るた めなので ある(ts.pp.8-9)。

読 み書 き もで きない この男は,掛 けで売 つた ものを頭 に覚え こんで 戻 って来 る

と,夕 食後そ れを女房 に書 き取 らせ る とい うこ とを しなが ら商売を して来た の

だが,そ の最初 の人生 目標は,Sutpenの よ うにみず か らが力 と権威 を持 って

誰か 他の者 に「裏 ロへ まわれ」と言え る よ うにな る とい うよ うな ものではな く,

「一 日い っぱい靴 をはいてい られ るよ うに な る」 こと,あ るいは精 々が,「 欲

しい と思 った ら一 度に50足 も靴 を持て る よ うに なる」 ことで しかない。小作 人

の枠 か ら抜け 出 る端緒をつ か もうと,す でに年老 いた地 主一 今は"mostof

thedayhespentinhissockfeetlylnginahammockbetweentwo

treesintheyard"と い う状 態にな って い る地 主 のた めに,ひ たす ら身を屈

めて カー ドのお相 手を し,あ るいは太鼓持 ち然 と酒 のお酌 も した とい うわけ だ
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が(ts。,,pp.10-11),こ うしてみ る と,こ の矩 篇の主人公 はSutpen的 とい う

よ りも,SutpenとWashJonesの 両 方の卑 しい面を合わせた 人物で しかな

い よ うで ある。

とにか くこ うして底辺 か ら這 いず り上 って来 たMartinは,次 第に財産 を

作 り,48歳 の 現在では百 万長者,カ ネ さえ使 えぽ世 の中で通 らぬ こ とはない と

思 ってい る人間で ある。見 るか らに田舎女然 として垢抜 け しない一人娘 に上流

階 級 の友 だちを作 らせ,そ れ を手がか りに 自分 もそ の階級 の仲間入 りを したい

と今度 は名誉欲 まで持 ちは じめ(ts.,pp.17-18),上 流 人士 の舞踏 会に娘が

出席で き るよ うに しよ うと画策す る。 白 羽 の矢 をたてた のが 有 力者Doctor

Blountで,家 柄 に関す る彼の虚栄心 につけ込 んで 買収 し,し か しBlountは

結 局 自分 の行為 を恥 じて 自殺 して しま うのだが(ts.,pp.25-27);ま ともな

人 間か らど う軽蔑 され よ うと,Mart量nは カネの力で政 治屋 も警察 さえ も抱 き

込 んで,結 構 隠然た る勢 力を持つ に至 ってい るので ある。Popeyeが 信 号無視

で 悶着 を起 こした の と丁度 同 じ頃,Martinの 娘 もまた 信号を無 視 して警察署

に連 れて行かれ るとい う 「椿事 」が 出来す るの だが,早 速一 人の刑事が飛 んで

来 て 「(黄色い車 に乗 ってい るのはMartinの 娘 だ とい うことを まだ覚 えてい

ない)新 米 の警 官共が,目 をつぶ っていれば何 の こともな く済 んだ ものを,こ

んな騒 ぎに しち まって」とあや まる仕末 なのであ り(ts.,p.30),実 はPopeye

の こ とで も,す でに昨年,人 を殺 して刑 務所 に入 り縛 り首に なるはずだ った こ

の無 法者を,Martinは や は リカネの力で放 免 させ てい るので ある。

ところで このPopeyeだ が,彼 は密造酒 の運 び屋をや ってい る くせ に,"He

wouldn't-orcouldn't_drinkhilnself,andhehatedliquorworse

thanaBaptistdeacon"(ts;,p.4)と い う男で,こ の こ とはSα%c諺 α7夕

と変わ りないが,"TeBigShot"で は 酒な らぬ麻 薬の常習者 にな ってお り,

彼 の獄 中の態度は次 の よ うに描写 され てい る。

Butanywaytheyhadhim,lyinginjailtherewiththatし
strange-butmaybeallhop-headsarecrazy-strangecon・
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victionofhisinvulnerability. (ts、,P.3)
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この取 るに も足 りぬ よ うな一文 は,し か し先述 した 徒刑囚 の,自 分の家族 に

向け る執 着 につ いて の記述 同様,と りわけSα%c'%α7yに お け るPopeyeお

よ び改訂版で のそ の幼児期追 記の問題 を考 え る とき,あ る重要 さ 親 譲 りの

性病 のためにSα%o≠%礎 ッ のPopeyeも また,事 実 は麻薬中毒者 と同 じに頭

の調 子がおか しか った のだ とい うこ とで あるな ら,問 題 を思い もかけぬ単純 な

ものに還元 して しまいかね ない とい う意咲 で,あ る重要 さを持 って い るよ うに

みえ るが,先 述 した通 り,こ の こ とにつ いては また あ らた めて,・そ の項で考察

す る こ とにす る。

いずれにせ よ,"TheBigShot"のPopeyeは,た しかにSα%c'%α7夕 で

のPopeyeの 様 々な要 素を孕 んでいて,そ れが後に どの よ うに発 展 した・か を

見 る興 味 もあるが;概 してオ.リジナル のPopeyeは,Faulknerの い う
くの

"monSter"と い うよ うな ものでは な く
,た だ の癒癩 ヤ クザ に過 ぎない どい え

そ うで ある。'

Assoon3sanybodyc6ulddiscdver,henevereventook'

ach量1d,sprecautionstoconcealor血itigatethedeedorhis し
partinit.Hewouldn'tsayohewayortheother,wouldn't・

eventalkabouti仁orr6adthepapersabouthimself.He,

justIaythereonhisbackinthecellalldaylong,telling'・

anybody-thelawyersGovelligottosavehisneck,there一コ
portersanda11-thatcamealonghow,assoonashewas

o亘t,hewasgoingtoputthebeeon6neoftheturnkeys

forcallinghlmahop-head;℃ellingitinthesalnetonehe'd

tellaboutabaseballgalne-ifheeverwenttoonβ.AllI

(・)SeeJ・ ・ephL・F・ …n畔R・b・ ・tA・hl・y(・d・1)・ 蛮斧・lk・er'・ ・.脚 …

Point(NewYork:RandomHouse,1969),pβ3.
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everheardofhimdoingwasgettingpinchedbytra伍ccops .

withacarfullQfGovelli'sliりuor,andgoingtoPensacola

toseehismother;thelawyercamedownheavy・onthat

factathistrial.Hewassmart,thatlawyer.Thetrialbegan

astowhetherornotPopeyehadkilledaman;itendedas

to'whetherornotPopeyereallywenttoPensacola,andlf

hehadanactualmotherthere.Butthe、witnesstheypro・

ducedmayhavebeenhismother,afterall.Hemusthave

h3doneonce-alittle,'cold,still,quietmanthat 、lookedlike

hemighthavehadinkinhisveins-somethingcoldand

defunct量ve,anywaシ. ...(ts.,p。4)

さて,S砺o'%α7釦 こおけ.るPopeyeの 原 型 を探 る とい う目的か ら言 えぽ,

"TheBigShot"へ の 言及は 以上で終
って よいのだが,こ の短篇 の結 末 も,

一 応Popeyeに 関 係 してい る とい う意味で
,簡 単 に筋書を述 べてお きた い。

信 号無視で一 悶着 起 こし,Martinの 工 作 で よ うや く釈放 された とい うのに

Popeyeは そ のあ と くだん の ウィ スキ ーをMartinの 家 へ回送す る途 中 で

また もや交通事故 を起 こし;今 度は本当 に道 端にいた女 を礫 き殺 して しま う。

Martinは こ の人身事 故が 自分 の悪事 の露顕 につなが る こ とを怖れ,そ の筋 の

最 高幹部 らしき人物に圧 力をかけて こっそ りPopeyeを 町 か ら連れ 出す 手段

を講ず るわけだが,や がて礫 かれた"thegirl"は,意 識 が戻 らない まま院病

で死 んだ とい う連 絡を受け る。

さて,Martinが こ の電話 を受け と った ことを・書いた あ と,作 者 はそ こで一 、

行 の余 白を置 き,作 品を次 の ような遣 り取 りで終 らせ る。

"Theglirl?"Isaid
.

"The
,onePopeyeranover,"Doロsaid.Helooked奪tme,

"Didn'tItellyou?Itwashisdaughter
."(ts.,p.35)1〆

'
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この結びはいささか作為的す ぎる感 じもしないではないが,プ ロヅト上のζ

うした意外性の追求はいっでもFaul≧nerの 大きな関心事だった㊧であり,

そ の関心を オ リジナルS侃C伽 α7ッ とい う作品で,(意 図 通 りには行か なか「った

ものの)よ り複雑精緻 に展開 しようとしたのだ と知 ってお くことは無益で はな

い と思 う。

さて再 び本題に戻 り,先 述 し#よ うにPopeyeに 関 す る叙述 力1かなの り割

合を 占めてい る冒頭部 この冒頭部ふ らの若干 の部分カミ,R.の 第2章 に利

用 され る。(TS.とMS,で は 書 き出 しに些小 の違 いが あ るが,、それ 以外は同

形。 引用 はTS.に よる。)

MS.16,TS.61-62:

Heshowedthewatch幽toHoraceatthespring,b6fore

theycametothehouse.Darknesshadalmostcomewhen

theyreachedthehouseaguttedruinofa ,placesetin

acedargrove.Ithadbeenalandmarkforyears.r【orace

hadseenitbefore:theruinedmonumenttoitsbuilderwhose

name.waslostwiththelostdustofhisanonymousbones

amonghisneighborsanilliterat宇racewhichhadcroac与edで
ontohisbroaddomainandwhoforsixtyyear3hadbeen

pullingth6housedownpiecemealfor且rewoodordig毯ing・

sporadicallyaboutthegroundsandstablesforthegoldhe
¶

wasrump・edt・hav6p・ ・i・dwh・nG・antpassedth・ ・ugh

thelandonhisVicksburgcampaign.

R.7-8:

Thehousewasaguttedruinrisinggauntandstarkout

・f・g・ ・v・
.・funp・u・ ・dced・ ・t・ee・ ・Itw・ ・al・ ・dmr・k・

knownastheOldFrenchm'anplace,builtbeforetheCivil

War;aplantationhousesetinthemiddleofatr3ctof

land;ofcottonfieldsandgardenslawnslongsihcegone
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,backtojungle,whichthepeopleoftheneighborhoodhad

been・pullingdownpiεcemealfor負rewoodfor血ftyyearsor

diggingwithsecretandsporadicoptimismforthegold

whichthebuilderwasreputedtohaveburiedsomewhere-

abouttheplacewhenGrantcamethroughthe 、countryon

hisVicksburgcampaign,

二つを読 み比べてみ る と,一 つ の重 要 な変 化に 気 づ く。R・ におけ る"the

OldFrenchmanplace"と い う語 の追加であ る。 この語峠1930年,オ リジナ

ルSα π`'%α7yが 書 き直 され るわず か半年前 に初めてFaulknerの 作 品

("乙lzardsinJamshyd'sCourtyard")に 現 われ るのが,そ の まま1Sα%c・
ゆ

伽α7y中 に 利用 され るこ とに な っだので ある。

"Frenchman'sBend"と い う名 につ いては
,例 えばF1αgs勿'加D%s',

Sα7'07お に おいて$nopes一 族 との関係 の詳 しい語 りの 中にす でに現 われ て
　

い る し,オ リジナル版Sα πc伽α7夕 そ れ 自体で も,、galleyめ 第 刈章で触れ られ

てい る(だ がそ の記 述は,TS・ ユ92に だ け あ るもので,そ の部分 に対応す る

MS.75に は"Frenchman's .Bend"の 語 は 出て来ない。 この こ とにつ いて

ば,本 論第12章 で あ らた めて説 明す る予定)。 ところが,上 掲MS.16,TS.

61-62に は,そ の"Frenchman'sBend"の 名 さ え 出 て い な い の で あ る 。 一

(2)See拙 論 「Sσ〃σ'%α7ッに お け る くレイ シ コ ー ト〉 と 〈水 筒 〉 の イ メジ ャ リーに

つ い て」,『 人 文 研 究 』(小 樽 商 科大 学),LVI(1978),54』
"LizardsinJζ 血shyd'sCourtyard'1が 実際 的 にSα'%7δ αy 、E"8〃勿gPo3'紙

上 に 発表 され た の は,1932年2月27日 で あ る。 だ がFaulknerは,1930年5月27日 ・

の 日付 けで こ の作 品 をSα 伽 ノ4αy・E御 π勿gPo∫'社 に発 送 して い る。 後 述 す る よ

うに オ リジナ ルS伽o'吻7yのtss.の 完 成 が,1929年5月25日 で あ るか ら,"H2・

ardsinJamshyd'sCourtyard"は そ れ か ら丁 度1年 後 に書 か れ た こ とに な る。

SeeJamesB.Meriwether,Tぬ θL5,〃 σyCσ7θ θ70ア 曜 ♂」疹α〃3F砺Z肋 θ734

Bψ μog7α ρ痂cαZS≠z64y(C61umbial,S.C.='UniversityofSouthCaroli甑a

Press,1972),p,173.

(3)F肋g面 露'乃 θ1)銘s'(NewY6rk:RandomHouse,1973),p.154;5砂'∂7ゴs

(London:Chatto&Windus,1964),p.127.そ の ほ かF1σgs勿'加D%3',

Pμ22・257;S"'o腐P18参 照 ・!
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方,Horaceが 夕 闇 の中に見 た この廃屋 の こ とは,実 は オ リジナ ルSα%c'磁7ツ

の一,二 年前,1927年 前 後 に書かれ,後 年 丁加 ∬α〃z16♂中 の"Spotted

Horses"へ と発 展 して行 った"FatherAbraham"の 原 稿で,す でにか な り

詳 し く述べ られ てい る。従 って これ らの こ とか ら考 え る と,Faulknerは オ リ

ジナルSα 解 伽 α7ッ の マニ ュス ク リプ トを綱字 のペ ソで書 き進 めな炉 ら,最 初

は"Frenchman'sBend"と い う場 所 には必ず しも捉 われず,た だ うしろ暗 い

連 中が隠れ て酒を密造す るのに恰好 な人里 離 れ た 一 軒 家 と し て,"Father

Abraham"で 一 度提示 したJefferson郊 外 のそ の屋敷跡 を利用 してみ る こ

とを考 えた といえ るのではない だろ うか。

ところで,上 記 引用 に見 る通 り,オ リジナルSα 駕 伽α7ッ の原稿で も,廃 屋

のかつて の持 ち主 が誰で あ ったかは 全 くわか らない と とに な っていて,噂 だけ

で もフラソス人 とい う書 き方にす らされていな い。ElizabethM.Kerrは,

Lafayette郡 に現 実に存在 し,Faulknerの 想 像 力を刺激 したか も しれ ない三
くの

つ の古 い難物につ いて述べてい るが,そ の うち特 にい う所 の"theOldFrench・

manp1ace"の モ デル にな った と思われ る屋敷跡は,道 路 や土地 の 様 子 に

似通 った点を持つ もの の,そ れ の最 初の持 ち主はDr.ShiPPと 名 前 もは っき

りしてお り,ど うも金 の埋蔵 な ど とい う噂話 の立ちそ う・もない もので あ る。

一 方,こ の廃屋は"FatherAbraham"で も名前をつ け られてい なか った

のだが,と す れば,以 上 の こ とを総 合 して次 の よ グに推測す ること も可能で あ

ろ う。す なお ち,"FatherAbraham"な い しオ リジナルSα ησ伽α7夕 に現わ

れ る廃屋 につい ての記述 の,少 くとも最 も核 心的な部分 は全 くFaulknerの

想 豫 の産 物で あ り,し か もそれ ば新 しい作 品が構 想 され る度 に作品 と共に成長

して 一 具体的 には,"FatherAbraham"で 設 定 され たJefferson・ 郊 外 の

荒地 とそ こに あ る一軒家 は,FZαgs勿 漉 θDπs診 お よびSα 吻7お で まず

"Frenchman'sBend"と い う荒地 の名煎 をえ
,そ れ はその後"MissZilphia

Gant"を 初 め とす るオ リジナルS伽c伽 α7夕 まで のい くつ かの作品に利用 さ

れて行 く一 方,一 軒 家の方 は,1オ リジナルSα πc魏α7ツ にお いて(当 初,Faulk・

(4)ElizabethM.Kerr,ro肋 σ加'α 吻 肋 ∴Fα"海 πθ〆svL薦'βPoε 如96S'α 翅ρ

∂ア ぬ'勿8So`Z'(N.Y.:、FordhamUniversityPress,1969),pp243-44.
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nerに はそ れを必 ず し も"Frenchman'sBend"と 直 接 につなげ る意 図

は なか った として も),よ り明確な輪郭 を与 え られ る ことに よって しっか り し闘

た基盤を獲 得 し,か くしてオ リジナルSα%c伽 α7ヅ脱稿一年 後に書 かれ た"Liz-

ardsinJamshyd'sCourtyard"に お いて"theOldFrenchmanplace"の

名 が創造 され る ことにな った とい え るのでは なかろ うか。 こ うした経緯が あ っ

て,Faulknerは オ リ ジナル版S侃c伽 α7ツ の書き直 した あた り,今 度は意

識的 に"Frenchman'sBend"と"theqldFrenchmanplace"の イ メー

ジを結 びつけ る気 にな った と考 え られ るが,と にか く改訂 版中 に`〔theOld

Frenchmanplace"の 語 が用い られ た とき この廃屋 の歴 史は事 実的 な一 つの

完 成をみた ので あ り,'そ して まさにそ の こ とに よって,そ れ は更に 丁勿Hα 鋭・

1窃 中の,ArmstidとRa伍 丘 に一杯 喰わせ るFlemSnopesの 挿 話 へ と発

展 して行 った7)だ と考 えた い。 そ うい う意味で,改 訂版で の この"theOld

Frenchmanplace"と い う名の使用に は,無 視で きない意味が ある よ うに考

え られ るので あ る。

MS・16,TS・62
,もR・ も,こ れ に 続 い てHoraceが そ の 廃 屋 に 着 い た 時 の

様 子 を 述 べ て い る が,MS.,TS.に はR.に 利 用 さ れ た と 思 わ れ る 部 分 に 行 く

前!こ,外 か ら 眺 め る 限 りそ の 荒 れ 果 て た 家 に 女 気 な ど 感Pら れ な か っ た と い う

こ とに つ い て,"Itwaslikecomingupononeoジthoseantediluvian

thighbonesorribcageswhichfloutcredulitybyitsveryfagmentary

majestyand、fromwhichtheyreconstruct琴norganizationtoo

grandlyexecutedtohavehousedsuchtr玉vialthingsascomfortand

hapPinessandnaggingandaffection"(MS16,TS,62),更 に そ れ だ け で

は 足 りな くて,昔 そ こ に 女 が 住 ん で い た と し て も,そ れ は"apartofthe

ヤanishedpageantryofadream"(Ibid.)の よ うな も の だ と か と,Ruby

と い う女 の 出 現 の 思 い が け な さ を 強 調 す る た め で あ ろ うが,か な り くだ くだ し

い 叙 述 が あ る 。 改 訂 版 で は こ の 部 分 が す っ か り 削 ら れ て い る 。 な お こ の 部 分 に

は,こ の ほ か 昔 の 階 段 の 跡 と ま だ 残 っ て い る そ の 手 摺 り の 横 棒 な ど のR.よ り
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詳 しい説 明が あ って,そ の あ とか らMS.17,TS。63に な るが,TS.63の ほ

ぼ一枚全部(MS.17の 中 央部)に わ た る内容は,た だの十二行 に圧縮 ざれ て

改訂版P.8中 央 部 の"Threemehweresittinginchairsononeendof

theporch_.ShelookedbackatPopeye,thentothestoveagain,

whereapanofmeathissed"と い う文章 にな って しま う。MS.(P.18),

TS・(PP.64-65)は この あ と,夕 食を用意 していた女の こと,そ して まつ 毛

のないPopeyeの 目 のぶきみ さな どを 述べ るが,R.(PP.8-10)で はそ れ ら

の枝葉 を切 り落 して幹だけを残 した形に変 え,更 にお互 いに憎悪 と猜疑 心を抱

きなが ら奇妙 な共 同生活を して い るこの家 の住 人た ちの関係,こ の家 の雰囲気

を簡潔 に描 く一節 を新 し く創造す る。

MS.18,TS.64で は,"LikeChristhelooked"ど 表 現 されてGoodwin

が あ らわれ,MS.18デTS.64-65でTommyがPopeyeの 臆 病 さを語 り

(Popeyeが,彼 の かか とのにお いを嗅 ぎに来ただけ のTommyの お とな

しい犬を,顔 色を変 えて ピス トルで打 ち殺 した ことな ど),そ してMS.18,

TS.65に は 盲 目のきたな ら.しい老 人の話が 出て来 るが,こ の盲 人の こ とは大 筋

において大 きな変更 な しにR。 第2章 の 冒頭 部(P.11,L18-P.12,1.21)に

使 われ てい る。ただ しMS.18,TS.65中 の"ThehHoracequitlooking,

butlaterhesawtheoldmanopentherag .againangPuttheobject

backintohismouth"と い うよ うな,老 人のきたな らしさを強調す るい さ

さか丁寧す ぎる説 明妹 省かれ る。

上記 に続 く夕食後 の場面 の女の取 り扱 い方は,も ちろんMS.,TS.とR.で

は 感 じが違 って いて,MS.19,TS,66の 彼 女の描写が,少 い語数 なが らひ っ

そ りと した女 くささを漂 わせ るのに対 し,R.で はMS.,TS.と ほ とん ど同P

よ うな表現 なが ら,そ れ に彼 女の動 きを示す い くつかの短文を先行 させ る こと

で,逆 に この女 にきび きび した蕊 の強 さを感 じさせ る よ うに してい る。

MS.19,TS.66:

andafterawhile,Horacecouldfeelthewomanstanding
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jUst・insidethedoorbehindhim,1isteningagainstthedoor,

herhandsstillrawwiththeharshremovalofgrease,Iist・

eningtowhath6wassaying.Hehadalotmoredrinksby

thenandhewastalkingagain,g豆ibly,aboutloveanddeath轟.

R.12-13:

Thewomanclearedthetableandcarriedthedishestoも
thekitchen.Shesetthemonthe,tableandshewe'nttothe

「b
oxbehindthestoveandshestoodoveritforatilne.Then

she軍eturnedandputherownsupperonaplateandsat

downtothetableandateandl玉tacigarettefromthelamp

andwashedthedishesandputthemaway.Thenshewent

backup .thehalLShedid唱notgooutontotheporch.She

stoodjustinsidethedoorlisteningtothemtalking,listening

tot員eStrangertalking...'

・と こ ろ で ,FR,,P613の こ の 部 分 に 続 ・く も の と し て,Faulknerは 次 の 一 節

「

を 新 た に 創 作 す る 。

"Thatfooi
,"th¢womansaid."Whaむdoeshewant...."

Shelistened亡othestranger'svoice;aquick,faintlyoutland-

ishvoice,thevoicβofamangiventomuchtalkandnot

muchelse."Nottodrinking,anyway,"the.womansa量d,quiet

insidethedoor.1(R13)

MS.,TS.で は 女RubyがHoraceを"foo1"と 評す る箇所 は どこに

もない。取 るに も足 りない ことばの ようでは あるが,書 き直 しの際に,Faulk・

nerが この"foo1"と い う語 を付け加 え ることに した 意味は,そ れ 程軽い もの

で はない よ うであ る。上記 の一節を初 め,そ の他Horaceの お 喋 りが終 るR,,

P.16ま で の所 々で,"He'scrazy"と か"Thepoorfool"と か の ことば ・と

一 緒.に,短 いRubyの 感 想が新 し く挿入'され る ことにな った理 由り一つ は極
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く単純なものであろ う。'先に本論第2章 で述べた通 り,改 訂版での上記一節に

続 く部分は,行 きず りに知 り合 った男を家に連れ込んだLittleBelleと,彼

女の軽卒 さを辛 く眺めるHoraceと のいさかいを客観描写のかたちで書いた,

オ リジナル版第 皿章を利用 した ものである。改訂版では,こ の客観描写が自分の

家出の経緯をGoodwinた ちに説明す るHoraceの 長広舌 とい うかたちに書

き変え られたので,Horace二 人に喋 らせたのでは記述が平板にな らざるを

えず,そ れ寮避けるために,所 々にRubyの 感想を挿入 した とい う純然た る

技法上の理由によるだろう。しか し,ひ とりの人間が他人を眺めて"fbol"と

評す るとき,そ こには悪意とい うほどのものはな くとも,突 き放 した観察の目

があるだろ う。二人の関係は,た とえ冷ややかではな くとも乾いた ものである

といえる。ところが,MS.,TS.に おけるRubyは,Horaceの 饒舌を無意味

なものと考 えるどころか,一 心な思いで耳を傾ける。なぜなら男の喋るζとは

まさに自分 自身の生に深 くかかわ ること一 自分が全身で追い求めて来たもの

に,こ とばによる表現を与えるものだ ったか らである。MS・19,TS・ ,67に 更

に次のような文章がみえる。

she'dnothavebeenstandingthereinsidethe,door,・in

thedark,justtobenearhimwh量letheytalked.Thenhe

realizedthatitwasnottobenearGoodwih,butitwasto

listentoHoracetalkingaboutlovewithaghbpesswhich

eventhencouldnotqu圭teobscurethefundamentaltruth

andtragedywhichthewordevoked,understanding,sinceit

hadtodowithlove,...冒

この ことか ら考え ると,Faulkherが 改 訂版 で"fool"の 一 語を付 け加えた

のは,た だ に技 法上 の問題 か らだ けではな く,Sσ η0伽 α7夕 新 旧両 版の テーマ

の違 いにか かわ るもの,つ ま り改訂版 で追求 され ることに な った主問題 につ い

てのFaulknerの 意 識が,お のず か らこ こで この ことばを採.り上げ させ たの
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だ とい えそ うで ある。す なわ ち極 く図式的に言 って,オ リジナル版 ば,Ruby

を ま さにそ の典 型 とす る男 と女 の真摯な愛 の模索 につい ての物語で あ るのに対

し,改 訂版 では男女 の愛 は二次的 な もの とな り,そ れ よ りも前 に(愛 の存立 自

体を危 うくす る)unjustな 社 会の 中で の人間の在 り方 とい うことが メイ ソ ・

テーマにな った のだが,Ruby当 人 が他 人の理 屈 っぽい愛 情談義 な ど,と にか

く"foo1"と 斥 け てみせ る所 に,改 訂版 の性格が 浮 ぎ彫 りに され てい ると見 な

い わけには行 かない。

ともあれ,改 訂版の性格がそ うな った として も,オ リジナル版 たおいて愛 は

最 も重 大な問題 だ ったので あ り,全 篇 これ,こ の世で求 め うる理想 的な愛 のか

た ち とはい かな るものかの追求 と言 って も過言 ではない。

実際 この版に あ って,HoraceがRubyを 援 け る理 由の一 つを と りあげて

みて も,そ れは 彼がRubyに 自分 の理 想 とす る愛を 生 きてい る女を見, 、彼女

を援け る ことに よって,こ の世 でなお真 の愛 は生 き,更 に生 きなが らえ うる こと

を確 かめ よ うが ためな ので あ る。MS.,TS.で のHoraceは,た しかにRuby

とい う女に最 も広 い意味で の愛 を感 じて い るとい える。だがそれ は,Rubyへ

の 肉体的欲望 な どでは ない,全 く人間的共感 とで もい うべ ぎ もので あ るにす ぎ

ない のだ 。後刻Horaceは,援 助 の報 酬 と して 自分のか らだを提供す ると申

し出たRuby対 し,「 きみは 男 とい うものがす べてそ うい うもの と思 って暮

らして来た のか」 と嘆 く(MS.,TS.第XX皿 章;R.第27章)。 この ことは,オ

リジナル版にお いて も,(社 会 的injusticeへ の 憎 しみが中心主題 に なっ て

い る)R.に お い て も,少 しも変 わ ってい ないので ある。

ところでHoraceが 初 めてGoodwinを 見 て,先 述 の よ うに 「キ リズ トの よ

う」 だ と思 う くだ り以 降のMS.18,TS.64は,Faulknerの 最 初 の 目論見

では ここか ら別 の章に して,HoraceがMissJennyとNarcissaに 「昨夜

の出来事」 と して話 して聞かせ るか たちにす るつ も りで あった よ うにみ え る。

とい うのも,MS.18,19で にHoraCeの 言 は最初す べて第 一称で書 かれて,

あ とか ら(先 行 部分 と同 じ)三 人称 になお され てい るか らで あ る。なお また,
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これ に続 いて(先 に触 れた)あ の盲 の老人 の叙述 にな るが,そ のあ とRubyの

/描 写 に入 り(MS・190。 改 訂版 につい ては後述),Faulkneτ は この部分 を三度

に わた って書 き直 しなが ら,三 度 目には更 に こめ部分をそ れ まで の叙述 か らも

切 り離 して第H章 の方へ移そ うと考 えた らし く,横 線を 引いて上部 と区切 っ允

上,そ の横の マー ジンに"ChapterTwo"と 書 き込んで い る。 しか し最 後的

に は,MS.18119を や は りMS.第 皿章,TS.第IV章 中 の廃屋 の情景描写 の

一つ として存続 させ る ことに したわけだが
,そ う決 め るまでFaulknerは 迷

い に迷 った らしく,MS.18に 見 られ るペ ージ番号 の変 更は二十二 回に及 んで

いる。

ところで このTS.第 】V章(MS.第 皿章)で は,例 の盲の老人 につ いて の記

述 がR.第2章 冒頭部 に利 用 され るほかは,一 度切 り離 す気 にな った らしい上

配 のRuby1と の 出 会 い の 場 面 だ け が ・琴 第2章 ・P・16・1・21か ら'P・18・1・23

までに使われ てい る。新 旧両版 にみ られ るRubyの 叙 述 の違 いは些小 な もの

だが,し か しこの違い は一 つ の意 味を持 ってい るよ うに思われ る。(MS.と

TS.ぽ 大 体 同一 。引用はTS.に よる。)

(1)MS.19,TS.67:、

Shedidn'tmove.H6couldfeeltheawareness〔which

w毎scomingfromherinwaves〕surroundinghim,backing

upbehindhiml圭keawall,1玉kesognhe,dnotbeableto

lnove,escape,_

R.16:'

,Shedidn'tmove,leaninglightlyagainstthewal1,her

armsfolded."Thepoor,scaredfoo1,"shesaid.

(2)MS,19,TS.67-68:

andhesaid:"Youareyoungyet"andheputhishand

onherface.Stillshedidn'tmove,andhetouchingher

,face,learningthe負rmf【esh.

,R16-17:.
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Hishandfumbledacrosshercheek."Youareyoung

yet."Shedidn'tmovefeelinghishanduponherface,

touchingherHeshasthoughheweretry圭ngtolearn

theshapeandpos玉tionofherbonesandtextureofthe

βesh

(3)MS.20,TS.68:

、9"Oh,"thewom包nsaid.Hecouldhearthedeep,

slowmovementofherbosom,herfacestillablur

againstthedarkwall.Thensheturned.

R.17:

'"Oh"thewomansa董d
.Shebreathedquietly,her

armsfolded.Shemoved;_

(4)MS.20,TS.69:

ahdhelookeddownatit〔thechild〕withoutsurpriseor

pityoranything."Oh,"hesaid,"youhaveason."Then 「
hefoundherwatchinghimwiththatba田ing,enveloping,

secretlookofwomen,princessordrab.

R.18:

Helookeddownatthepinchedfacequietly.

・"Oh,"hgsaid ."Youhaveason。"Theylookeddown

atthepinched,sleep童ngfaceofthechild.

MS.lTS。 に,よ り顕 著 に 窺 え る も の は,Rψyの 肉 体 と そ の 肉 体 に 内 在 す

る 神 秘 性 に 対 す るHoraceめ 意 識 で あ る 。Rubyの か ら だ に つ い て の 彼 の こ

の 意 識 が,例 え ば 「GeraldLangfordに,rRubyの 性 的 魅 力 に 対'す るHor一
ごらラ

aceの 反 応 」 な どと誤 解 さ茸 た もので ある。だがい うまぐ もな く, .Horaceが

Rubyの か ら だ を 強 く意 識 す る の は,自 分 が 妹 を 通 し て 抱 い て 来 た 性 か ら切 り

離 さ れ た 愛 と い う規 準 に 照 ら し合 わ せ て み る 時,Rubyが 肉 体 を 持 っ た 紛 う

こ と な い 現 実 の 女 母 と な る 機 能 を 備 え た 生 々 しい 女 で あ りな が ら,し か も

(5)GeraldLangford,Fα π齢πθ〆sRθ 加sゴo%o∫"5σ πσ'α匿y"」4Cg〃 αガoπo/

'加 ひ解 θ加s64Gσ 〃の　ε σ"4漉 θP%∂'歪 ε1診θ4βoo々(Austin:Universityof

TexasPress,1972),p,10.
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その中に窺い知ることのできない奥深いもの一 一種の神秘性を持 っているこ1

とに驚愕 したか らなのである。肉体 と神秘性を兼ね備えた女一 これは彼にと

っては全 くの新 しい発見であった。だが この発見が 自分に とってどうい ラ意味

があるのかとい うことについては,こ の時彼はまだ悟れない。H前aceが それ

を理解するのはこれ より二 日後,一 つの夢を見た時なのである。すでに公表 し
(6}い

・た拙論 の中で述 べた 通 り
,オ リジナル のSα%σ 劾α7ツ で描 かれ たHoraceの

中 か ら,愛 の探究者 とい う面 を削 って書 き直 されたR.で は,Horaceの 愛 に

つい ての考え方 と深 くかかわ り合 ってい る,こ のRubyの 肉 体に対す る意識

一Rubyの か らだについ ての言及は
,当 然 削除 され るもので あ ったろ う。

次 のパ ッセ ージに も多少の変更 が見 られ る。

MS.20,TS.69:

ForamomentsheIookedathimwiththatbamingcon-

templativelook.ThensheHungherhandsoutforah

instantand3erkedthemhiddenagain.

"Youmightbringmeanorange -stick
,"shesaid.

R.18=

SheremQvedherhandsfromthefoldofthedress

inaturning噛Hickingmotion;jerkedthelnhiddenagain.

"Withallthisdishwatefandwashing
...Youmightsend

lneanorange-stick,"she,said.

だが こ こで 臆 レた・・のは,"h・ ・d・"と い う語で あ る・FaulknerlまMS・

の この章で,Rubyの"hands"に つ い て十 回にわた って述べ ている。 この こ
くの

とにつ いては別 の場 所で も詳 し く論 じたが,TS.で もMSと 少 し位 置の入れ

換 わ りがあ って も,省 くことな く女が恥 ずか しが って見せたが ら な い,そ の

(6)「 未改訂Sσ πc伽αη におけるHoraceBenbowのincestuousな 感情をめぐ

る問題」,大 橋健三郎編 『ウィリアム・フォークナー』(南 雲堂),1(1978).

(7)Ibid.,pp.11-12.
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「手」について書いている。 「荒れた女の手」-Faulknerの 言いたか った

ことは,そ れが示す男との生活への女の献身二 女の一途な愛だったのは間違

いない として,更 にその荒れた 「女の手」が,'そ れにもかかわ らず漂わせてい

るある官能性一 紐れ もない女 らしさ,の 不思議さとい うことであったに違い

ないのである。

MS.第 皿章,TS。 第W章 は ここで終 わ る。だが 最後に も う一つ,こ の箇所

で見逃す ことので きない問題を考 えてみた い。

Horaceの 饒 舌 に もかかわ らず ～彼の家 出の理由ぽ ど うもは っき りしない。

直 接の理 由はLittleBelleと い さかい した ことと,口 紅を拭 い とった ハ ソカ

チを投 げや りに してい るBelleの 不 潔 さが我慢 できなか った こと一 つ ま り

家庭生活 に疲れて しま った とい うことだ ろ うが,一 方彼 は,妻 か ら去 った理 由

は何 か とRubyに た ずね られて,Bellが 自分 の食べ られ ない小海老 を食べ る

か らだ,な どと答 える(R.チP.17参 照)。

これ だけで,Horaceの 家 出の理 由がわ か ったつ も りにな ると した ら,そ れ

は無理 を してい るだけの こ とだ ろ う。納得が行 くはずは ない。そ れ な ら,こ れ

はFaulknerの 構 想 の禾 熟 さに よるもので,彼 は こん な不充 分 な理 由 しか考

えてい なか った とい うことなの だろ うか。そ うは思えない。Horaceの 持 って

いた理想 一r精 神 の."ilnperviousness"と い うことを 考え合わ せてみ るとき,

彼 の中には,一 寸 しな き っがけで妻 を捨て る覚悟 を きめざ るをえ なか った ほ ど

の,長 くうっせ き した 苦痛 が あ ったのだ とい うこと一 そ れをFaulknerは

次 の一節で 明 らかに してい るよ うに私 には思われ るので ある。

BUtIhavedoneitfortenyears.AndIstilldonotlike

to.smellshri卑p.ButIwouldn'tmindthatsomuch;Icould

standthat:it'sbecausethepackagedrips.Alltheway

homeitdrips,untilafterawhileIfollowmyselftothe

station,standasideahdwatchHoraceBenbowtakethat

boxoff唱thecarandstartho士ne .withit,changinghands
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everyhundredsteps,andIfollowinghim,thinkingHerelies

HoraceBenbowinafadipgseriesofsmallstinkingspotson

aMississippisidewalk.(MS.20,TS.68)

"stinking
、drips"-Horaceの 家 出の理 由は ま さに これだ っ牟はず で あ

る。 「雨」 あ るいは 「しず く」が,Faulknerに お いてpervious-viola-

tiveな ものの表 象に な ってい る と考 え られ,こ れ につ いて私はす でに一度詳 し
　

く論 じてい るが,と もあれ問題 め上 記一節 め中では,十 年 間耐えて来 たBelle

の 精 神的不 潔 さが,臭 くにお うしず くで示 されてお り,「そ の臭 い しず くは,

Horaceの 中 にす っか り滲み通 つて,彼 は い まや,自 分 自身が臭 くにお うもの

にな りか か ってい るおそ れに捉われ ていた のに違 い ない のであ る。

だが,Faulknerに お け る"drip"の 意 味を知 らなければ,Horaceと い う

男が,女 房の尻 の下 に敷かれた 頼 りない男 に しか見 えない一 そ う誤解 され ざ

る観 ない'・ ともま惇 実 であ る'よう・・思 う・H・ ・ace9力蜘
,ち,ら小海 老を運ぶ

この話 は,実 はす でにF1σ9S伽 漉 θD%S渉 に 出て来 る もので,そ こでは運ぶ

日が,毎 週 の金曜 ではな く火曜 日にな って い るほか,Belleと い う心 のいや し

い女 との生活で,結 婚 した ぽが りなのに も うす っか り疲れて しまってい るHor-

aceの や り切れ なさが,S朋c伽 α7ッ にお け るよ りもも う少 し明 らかに され て

はい る ものの,小 海老 の包か ら歩道 に滴 る しず くに取 り立 ててい うほ どの意味

は こめ られて いない。それ だけに,オ リジ ナルS伽C劾 α7夕 で新た に強調 され

た 二の小海 老か らの しず くは,大 きな意味 を持 つ ものにな った と考 えないわけ

には 行かない 。

総 じてい えば,改 訂版第2章 は,オ リジナル版 の第H章 と第W章 を と り出 し

て,そ れ をそ れ ぞれ二 つに分 け,W一 皿一W-Hの か た ちに交互 に並べて構 成

した もの とい うことに なるであ ろ う。

(8)「Sα 〃o伽硯yに おける 〈レインコート〉 とく水筒〉のイメジャリーについて」,

PB62マ64.

(g)FJゐgsン π'乃βDz6s彦,pp343r45.
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5.「 第V章 」 につ いて

第V章 はMS.29-33A,TS.70-84の 範 囲に書かれ てい る。

結論 めいた こ とを先 に言 って しまえば,R.の 第15章 は 前半 がTS・ 第 皿章

(MS.第N章)の 利 用,後 半 がMS.,TS.第V章 め 利用で あ る。小説 として

は,R.の か たちの方が は るか にす っき りした 印象を得 る。 オ リジナ ル 版 の

配列 では,物 語 の流れが絶 えず中断 され,一 つ の まとまった 印象を得 る こ と
くユの

が極めてむずか しい。R.第15章 のかたちが,Blotnerも い う通 り,読 者の理

解度を考えて程度を下げた ものなどであるはずはなく,そ れは誰であろ うと,

読めば物語の時間関係の理解に煩わ しさを感ぜずにはい られなかったものを,

無理ない姿に組み替えた ものであるにす ぎない。オ リジナル版の構成の難につ

・いてはすでに繰 り返 し述べて来た所であるが,改 訂に当っては当然上記のよう

な組み合わせが考えられるべきだ った事情をはっき りさせるために,TS.に 従

って(重 複す るが)第 皿1章と第W章,そ れにこの第V章 の内容を極 く単純なか

たちにまとめてみよう。

浄

第 皿章:

(1)a.生 家 の掃除

.b.妹 との会話

(2)上 記 の前 々日一Popeyeた ち と会 った 日の翌 日のGowanと の 出会 い

(3)上 記(2)と 同 じ日の夕食 後,前 日に会 ったPopeyeた ち につ いてのHor・

aceの 話

第1>章:

(1)上 記 皿一(3)の 展 開。Horaceの 追 想 の形 式を とったPopeye,Goodwln,

Rubyた ち の風 貌 と暮 らしぶ り

(2)Rubyと の対話 の回想'

⑩SeeJosephBlotner,Fα 〃 肋87:∠4Bゴog7砂 乃ヅ(NewYork:Random

House,1974),1,673.・
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第V章:

(1)時 間 的,内 容的 に上記 皿一(2)に 続 くもの。 妹の家に二 日いた間 のHor・

aceの 気 持 の変化1.

(2)上 記 皿一(1)の 掃 除の場面へ の回帰'、

(3)独 居 生活中Horaceに 浮 か んで 来た妹,妻,Rubyを め く・る想念

(4)Je任erson近 在 か ら集 まって来 た人で ごった 返す,土 曜 と月曜 の広場 の

様 子

話が前後に大き く跳ぶ こと驚 くほどだが,極 く大ざっぱにい うと,R.第15

章は上記概要中,皿 一(1)b,(3)とV-(2),(4)だ けを組み合わせて成 り立 らたと

いえる。第皿章(2)の 「Gowanと の出会い」は引き雑 されてR・ の第3章 へま

わ り,第V章 の(1),す なわちTS.70か ら84までこの章のほとん ど3分 の1を

占める,.男女の愛についてのHoraceの 真の覚醒を取 り扱った部分,及 びそ

の覚醒の結果幾分距離を置いて眺められ るようになった,3人 の女に 対 す る

Horaceの 省察にかかわ る部分は完全に削 られ,噛V-(2)の 掃除場面も過去遡及

ではな く時間の流れに逆わないかたちに直 って使われている。

第V章 か ら削 られた部分を詳細に見て行 ぐと,ま ずHoraceの 妹に対す る

感情が何か葱物が落ちたように変わって来た ことが述べ られる6妹 の声音,彼

女の手(こ こにRubyの 「手」 との比較はなヤ・だぢうか)・物腰一 それ らの

見かけは昔に変わ らぬが,何 か未知の人間に接 しているような感 じであ り,今

の 自分にとっては何の意味 も,か かわ りさえもないもののように思われ る。

itseemedtohimthattheythemot童onsofNarcissa,s

handsandbody,thesoundofhervoicehadneverbeenso

farasunder.Hewaswatchingastranger,ausurperwearing

thegarmentsof,someonethathaddied.Therewasnostrife,

antagonism,con且ict.Therewasnothing.Thegestureshe

madethewordsshespqke,hadnosignificance.Theywere

notspokentohim,hadnorelationtohispastorpresent.

(MS.29,TS.70)
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更 に このMS.29に は,TS.で 落 された次 の よ うな ことばが あ る。

hecouldnotevenrecallnowwhathehadexpectedto

her.Hecoqldrecapturenoneofit,noteventheglibwords,

1etalonethehope,the社esire(MS.29)

落 した理由はもちろん,同 じことばを前に一度書いている(MS.28,TS.53)か

らだが,あ った方がHoraceの 気持は理解 しやすい。どうしてこんな ことにな

ったのかとHoraceは 考える。Belleか ら離れた ことで自分に変化が起 こった

のだろ うか。あるいはまた,あ の更紗の服を着た女に見た一つの現実は,自分が

四十三年間本物だと思って来た世界をぶち こわす程の力を持 っていたのだろ う

か一Horaceは いろいろに考えるわけだが,そ うい う彼のま じめな悩み方はわ

か るとして も,し か し四十三になってようや く妹か ら乳離れす る気になるよう

な男に,果 して社会の悪 と四つに組んでの戦いができるものかどうか。この点,

やは りFahlknerの 構想には無理があった といわざるをえないだろう。R.に

おいてHoraceの 中か ら妹に対す る愛慕の情をす っか り取 り除き,少 なくとも

愛の面で美 しすぎる夢を描いた りしない男一 む しろこの世での男女の愛のあ

りようを熟知 しているが故に,そ れにある種の絶望を感 じている一個の成人に

仕立て直 し,そ の意味か らは読者が素直に彼を社会の問題に取 り組んで行ける,

人間とみることができる男にしたのは,だ か ら当然に必要な変更だったと言わ

ねばならない。(未 完)


